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すでに弊社で販売もしております長野産チコレフリーゼの生産者でもある信州蓼科高原グリーンファームでは、目下様々なミニトマトや中玉系のトマトの栽培に取り組み始

めています。前回このコンシェルジュでもご紹介させていただきましたミニトマト「ラブリーさくら」もその一つ、本来ならば暑くなるこれからの季節にカラフルで色鮮や

かなかわいらしいトマトが望ましいものです。しかしこれらのトマトを作る産地は大方が春先で出荷が終わってしまい、栽培の難しい夏期には市場への入荷がほとんど無く

なってしまいます。そこで新たな取り組みとして今年初めて蓼科高原での栽培を始めました。気候は清涼、しかし強い太陽の光を浴びたトマトは美しくしっかりと育ってい

ます。都心と比べて冷涼で平均気温や湿度の低い八ヶ岳山麓では、今、短い夏を惜しむかのように路地物の高原野菜が続々と生産・出荷されています。このグリーンファー

ムのハウスもその八ヶ岳山麓に位置しており、トマトの生産も只今チャレンジの最中ではありますが、今後の動向にも注目です。 

信州蓼科高原グリーンファームのトマト Cherry tomato from Nagano 


